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今 夏 、8月29日 か ら31日 に か け て 、 ドイ ツ ・ビー レ フ ェ ル ト大 学 のZentrum蹴interdiszipHnare

F・rschung(ZfF)に お い て 、 同 大 学 の1,

唖 。ngB_g。,,教 授 を 中心1・、文 ひ 〆

学 ・言語学科主催 の国際学会が開催 さ 〆
多〆

織鎌総 ノ弐 藤 旺
中国・イ ン ド・そ して 日本の大学か ら'-」 隈 桟 」

∠
招聰 された学者 たちが一堂 に会するこ'へ 　 、》

とで、親密 な雰 囲気 のなか、発展的な ～

議論が交わされた。

いま どうして近代的 自我が問題 にな るのか。近現代社 会の前提 となっている、私たちの 「自

己」 を構成 してい るように思 われ る 「アイデンテ ィティを もった主体 としての自我」につ いて

は、 日本でも さまざまな分野 を横断 しつつ論 じられてすでに久 しい。 しか し、この国際学会 の

開イ崔の直接的なきっかけになったのは、2012年 の2月28、29日 に、新潟大学でおこなわれた国

際シ ンポジウム"DasKriesenbewusstseinzurZeitderRoman廿kundUtopicvorstelung"に おいて、

Bfaungaft教 授が率いる ドイツ語 圏の学者 と、新潟大学の桑原聡教授 を中心 とした 日本人学者 と

の あいだでおこなわれた議論 であった。新潟大学で開催 され た国際シ ンポジ ウムに関 しては、

すでに 『19世紀学研究』第7号(20B年)の なかでま とめ られているため、 ここではその議論

の概要に触れてお く。桑原教授 とBfaungaft教 授 とのあいだで共通の立脚 点 となったのは、ロマ

ン派の意義 とは、われわれの生きてい る世界がいまなお克服す ることのできていない 「近代」

と衝突 し、そ してそれ と対 峙 した とい うところにある、とい う見解 であった。「近代」の問題 と

は、すなわち主体の問題であ る。 ドイ ツ語圏の研究者が、18世 紀以降に確立 され た 「主体」あ
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るいは 「主体性」を、人間の規範意識 として理解 し、あ らゆる芸術の根幹 を形成する ものであ

ると価値づ けたのに対 し、 日本の陣営はあ らゆるものを根拠づ ける 「自律的主体」 とい うもの

にやや懐疑 を示 した。 さらには、「自我」を犠牲に して もた らされた神 秘的忘我の うちに、霊感

の光明が射 し込み、あ らたな 「私」を見いだす とい うユー トピアの描 写が、近代以降の ドイ ツ

語圏のテ クス トにもみ られる と反駁 したのだった。このよ うな議論が、18世 紀 、19世 紀の ドイ

ツ語圏のテクス トを基軸 に して、西欧 と東洋の 「主体」解釈の異同を明るみ にだす とい う、今

回の国際学会の共通テーマ として成就 したのだ った。

私が桑原教授か らこの国際学会 の話を聞いたのは、2013年2月2ユ 日、博士論文 の口頭試 問の

翌 日であった。啓蒙主義 とロマ ン主義 とを理解す るさいに踏襲 されてきた二項対立の枠組み を

揺 り動かす こと、それは書 き上げたばか りの博士論文の執筆動機であった。西欧近代にお いて

形成 され た 「私」は、啓蒙主義 とロマン主義 を架け る橋 の基柱である。 それ ゆえに、近代 にお

いて見いだされた 「私」をどの ように読むか、それは 「啓蒙主義」 とい う近代の思想 体系 を総

じて どのよ うに捉え るのかとい う、 ロマン主義研究者 としてのひ とつの重要 な態度表 明ではな

いか、桑原教授 とのあいだでメールの往復 をす るうちにそのよ うに考え及んだ。また、ホフマ

ンの文学 を中心 にして 「主体」や 「主体性」 について論 じる とい うこと、それは私のよ うにホ

フマンをなが く読みつづけてきた者 に とっては宿命 ともいえる。あ らためてい うまで もないか

もしれないが、ホ フマンは、分身や狂気 、また磁気療法による人格操作な ど、 自我の分裂や忘

我、あるいは異質の 自我 がみずか らのなかで生まれ るとい う心理体験を文学の主題に した作家

として知 られてい る。 ホフマ ン研究の最前線 は、常にここをめぐっている と言って も過言 では

ないだろ う。博士論文を執筆後 に、ホフマ ン研究者 としてのひ とつのけ じめとな り、またロマ

ン主義研究者 としての第一歩 ともなる、このよ うなテーマ を論 じる場を与えていただき、研究

者冥利 に尽 きる幸せなこ とであると、桑原教授の話はひ とっ返事で受け させていただいた。 し

か し、このテーマに真 っ向か ら取 り組 んで、私が見いだす ことのできる新 しい視点 とはいった

いなにか。 この不安は原稿 を書 きあげてか らも払拭するこ とはできず、 じっさいに発表 を終 え

るまではほとん ど絶望 さえ感 じていた。

さて、国際学会 の初 日は、Braungart教 授 の本会のコンセプ トを伝 える講演にも似た開会挨拶

のあ と、桑原教授 の,Jenseitsdessublckts-wicdefvefeinigungvolnweibhchemmdM盗mhchenalscin

,anderesWissen`一"とい う講演では じまった。桑原教授は、 ドイ ツ ・ロマン主義には じまってG

ジ ンメル 、H.プ ロッホ、Kム ージルな どのテ クス トを引用 し、近代以降の ドイツ文学にお け

る 「主体 」を超越 しようとす る試みの系譜 を示 しつつ、 ドイツ語圏文化 において も、主体性 を

越 えようとす る思想が脈 々と流れているこ とを証明 した。近代的主体である 「私」 とい う殻 を

壊す こと、それは この題 目にも明示 され てあるように、男性 性と女性性 との緊張関係 にお いて

である。男性性 と女性性 は対置 されてあ りなが らも、共にある存在である。両者間における相
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互的、双方向的な出会い と直接 の触れあい、そ して別離 とい う反復運動のなかで、近代におけ

る 「我」の絶対化が失効す る。 しか しその さいに 「我」は解消す るのではな く、 「あなた」 との

関係性のなかで、 あらたに生まれて くるのではないか。 このよ うな主体のあ りかたが、近代以

降の ドイツ語 圏の文学において、ひ じょうに重要な場面で描 かれてい ることが、この発表 で明

らか にされた。そ して さいごに桑原教授は、禅 の無門關のひ とつであ る、 「風 穴和 尚、因僧 問、

語黙渉離微 、如何通不犯。 穴云、長憶江南三月裏、鵬嶋哺庭 百花香」を引用 し、 ことば と語 り

えぬ ものの緊 張関係のあいだにある私/世 界のあ りかたを受け入れ ること、そ して意識化 され

る 「主体」 とは別の 自己認識 の可能性に触れ た うえで、 ドイツ ・ヨー ロッパ文化圏 とアジア文

化圏 において、「近代的主体」をテーマ とす る比較研究が今なお実 り豊かなテーマ にな りうるこ

とをみずか ら開示 してみせた。

桑原 教授 につづいて 「主体」研究の権威で あるMan丘edFrank教 授が、ま さに今 回の国際学会

にふ さわ しい 。SublektundSublek面t罷 とい う演題で講演 をお こなった。カ ン トからヘーゲル 、

ニーチェへ と、近代 ドイツ哲学 におけ る 「主体」の概念史を講ず るとい うかたちでお こなわれ

た発表は、書物 を通 して彼 の思想 に触れていた私 にとって非 常に貴重な ものであった。またこ

こでFrank教 授は、F.シュレーゲル のテ クス トにみ られる反 フィヒテ的な 「主体」観 を例示 し、

初期 ロマ ン主義者た ちがフィヒテ哲学に傾倒 していた とい う文学史の定説 に対 して再考す るよ

うに迫ったのだが、この点について各方面か ら質問が繰 りだされ、活発 な議論が展 開された。

この ように桑原 教授 とFrmk教 授両者の発表 は、 ともに近代の主体 を扱いなが らも、西欧 と

東洋、 ドイツ と日本 とのあいだ、 さらには文学者 と思想 家にお ける共通認識 と微妙なずれ をみ

ごとに妥 りだ し、本学会 の幕開けを飾 るにふ さわ しい ものであった。

その他 ドイ ツ語圏、アジア圏の学者たちによる総勢14名 の講演が2日 間 にわたってお こなわ

れたのだが、それ らは二つに大別 され るとみていいだろ う。 まずひ とつには、 ドイ ツ ・ヨーロ

ッパ文化圏 とアジア文化圏 とのあいだにおける主体のあ りかたの異同 と、近代以降 における相

互間の 「主体」観の受容 を論 じた比較研究である。マ ックス ・ダウテンダイの文学にお ける 「私」

と 「彼 」の揺 らぎを論 じたB油afaPotthast教 授や、 リル ケが仏陀のほほえみに 「無我」の様 態

としての芸術表現の極致 をみていたことを論 じたR・sySingh教 授な どの講演がその うちに挙げ

られ よう。ふたつめには、18、19世 紀 ドイツ語圏において、近代的主体 とは どのよ うな もので

あったのか、あるいは どのよ うなもの として理解で きるのだろ うか とい う哲学的主題を、おも

に文学テクス トをよ りどころに して論 じたものである。 とりわけホ フマンを研究す る私の関心

を惹いたのが、MichaelMandelartz教 授 の、「主体」 と連動 しなが ら変容 した啓蒙期 における視覚

の問題 を論 じた,。lchbin,wasichphantasierα`Vicos,vcrumet色ct㎜`undderStanddcrSublckt轍tbei

E.TA.H・f㎞ ㎜"と い う発表 であった。また音楽の霊感が湧 くさいの 「自我」の様態 について分

析 したW6rnefKeil教 授に よる 。Dasmusi㎞scheGenie-SubjektoderMediumP"と い う発表 もひ じ
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よ うに印象深 く残っている。人が音を聞 くとい う純粋 体験 において、 日常的経験が織 りなされ

る場 としての 「主体」と 「客体」の関係がいちど破 られ、果てのない世界が開かれ ると同時に、

その刹那 の神秘 において、あらゆるものの未分化の状態が世界 を満たす。だが、 このよ うな体

験はふたたび作 曲家の思惟 の加工に よって分節化 されなければ音楽 とはな らない。内在す る自

我の外在化 とい う問題、 これ に関 してKe丑 氏は、ゲーテ、 ジャン ・パ ウル、ホフマ ンな どが書

き残 した同時代の作曲家モー ツァル トやベー トーベ ンに関す るエ ッセイや音楽論 を引用 しつつ、

文学 と音楽 を横断 しなが ら、ロマン主義の主要概念であるGe㎡cをEin団dungsha丘 と比較 しつ

つ論 じた。

そ して、学会2日 目に私がお こなった 。DasSpielmitdcmWahnsinnundderKamcvaldesIch。Zur

literarischenSelbstre且exionimerz互hlerischenW6rkE.TA.Hof㎞anns"とい う発表 もまた、後者 に分類

される ものだ ろ う。私はまず この発 表において、ホフマンの 日記が、舞踏や酩酊による 自己解

体への興 味関心、ユー リア体験 における内なる分裂 と狂気 、そ して これ らの自我の危機体験 を

芸術の高みへ と昇華 し、あ らたな 自己認識 を求め ようとす る創作上の葛藤 、とい う三つの柱 に

集約 され ることを確認 した うえで、ホフマンの 「私」観 を明らかに し、文壇デ ビューの年 から

晩年 にまでいたる彼 の作品分析 にあてはめよ うと試 みた。とりわけ本発表で中心に論 じたのは、

ス トー リーの難解 さゆえに これ まで論 じるのを躊躇っていた 『ブ ランビラ王女』(1820)で ある。

この作品にお けるふた りの主人公ジ ッリオ とジアチ ンタは、愛 と踊 りによって、互いに 「私」

の二重化 と自己回帰を繰 り返 し、最終的に泉 に映 しだ され た各々の鏡像 を見 ることで、他者 を

知 ると同時に自己を知る とい う極致に達す る。 ここではフィヒテ ら ドイツの思想家たちが生み

だ した近代的 自我 の神話 とはまった く別の次元で、「私」にまつわる神話が完成 されているので

はないかと、私は発表 をま とめた。

以上のよ うな私の発表に対 しては、Ffank教 授 とMandelartz教 授 を中心に して、 自己省察、あ

るいは 自己認識 をお こな ううえでの鏡像 とい うモチーフをめぐって議論 が展 開 した。鏡 は啓蒙

期においては想像力の戯れ が表れ る場であ り、鏡像はむ しろ自我の危機 的状況を表現す るモチ

ーフ として用い られ た
。同 じホフマンの作品である 『大晦 日の夜の椿事』(1815)を 思いだ して

いただ くと首肯 され よう。 しか し 『ブランビラ王女』にお いて鏡像は、む しろ認識の拠 りどこ

ろとなる。 自然 と私が、鏡像 を媒介にそれぞれの別の在 りよ うを開示す る とき、 自我 同一性 を

世界認識 の根拠 とす る固定観念は突き動 か され、一元論 を超越 した総合 的な視覚 とい うものが

生まれる。 これ もまた確 かに西洋に伝統的に受 け入れ られ ていた世界認識 のも うひ とつの大 き

な流れである、 とい う結論 に質疑応 答では至 った。鏡像 を媒介 とした逆転的 な自己認識 をめぐ

るこの議論 は、私には示唆 に富んでいた。『ブランビラ王女』 は、 「私」にまつわ る神 話 として

西欧で語 り継がれてきたナル キッソスの伝承、 さらにはアダムとイ ヴの物語 のモチーフを大筋

において受容 しなが らも、最終的に大きくそれ らを書き換 えてい る。 ふた りの主人公 は泉 のな
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か にみずか らを映す とき、 自己認識にまつわるあらゆる しが らみか ら解 放 され 、突然、笑 いだ

す。西欧の精神世界の根幹にある自己認識 と罪意識 とい う、 とりわけアダム とイ ヴの物語 に源

流 を求め られ る主題 は、18世 紀以降の文学においておおきくかたちを変 えなが ら中心的モチー

フとな る。 この流れ に 『ブランビラ王女』も位置づ けられるのではないか。 このよ うに して今

後取 り組むべ きあ らたなテーマが浮かびあがって きた ことは、私に とって大きな収穫であった。

さて、以上が、私の ドイツにお けるは じめての国際学会の参加、そ して発表 だったのだが、

連 日、朝の9時 か ら夜 の7時 にまでわた る刺激的な発表 と、それに じゅ うにぶんに応 える濃厚

な質疑応答 の時間が続 き、一 日の終わ りには憔惇 しきって しまい、「我な し」の境地 にまで達す

るか とい うよ うな状態に陥っていた。 このよ うな精神状態が行動 にも影 響を及 ぼ したのはい う

まで もない。会場 となった ビー レフェル ト大学 は、1969年 に創立 され、1970年 代 にはヨーロ ッ

パ最大級の建造物 として認 め られたキ ャンパスを有 している。 同行 していた方 が冗談交 じりに

話 して くれたことを真に受けると、棟の横 の長 さにかけては現在で も世界一 を誇 っている らし

い。初 日にそれを耳に して戦懐 した私 は、ホテルか ら大学、そ して会場 となったZiFま で、親

切なスタ ッフの傍 を片時 も離れ はしないそ と心 に誓 った。 そのため、巨大な 白い壁の塊であっ

た キャンパス内へ も、ま してやその背後に黒々と広がっている トイ トブルクの森のなかへも、

うかつに足を踏み入れなかった。 しか し二 日目のお昼 ご飯 が終 わ り、発 表を控 えていた私 は、

準備 をしよ うとひ とりで食堂をあ とに した。そ うして しば らく迷っているあいだ、なぜかふ と、

行 きがけの飛行機 のなかで読んだ上 田閑照の 『私 とはなにか』のなかで引用 された山頭火の 「ど

うしようもないわた しが歩いている」 とい う歌を思いだ したのだった。

我か人か、前後(と い うか東西南北)不 覚者 の私は、最後 に打 ち上げのパーテ ィ会場まで送

って くだ さったBraungart教 授 に、「ど うして先生は常に精力的でい らっ しゃ るのですか 」 と

尋ねた。する と先生は 「毎 日、 自転車で森 のなかを通って家 と大学を往復 しています。 これ も

研究者であるためには大事なことです よ」 と、 トイ トブルクの森 を背景に笑顔 をみせて くださ

った。

今回の国際学会での発表 にあた り、広大な ドイ ツの森を眼下に、そ こへ一歩踏みだ し、歩 き

は じめる ための 勇気 を与 えて くだ さっ た新潟 大学 の桑 原聡先 生 とビー レフ ェル ト大 学 の

Bfaungaft先 生、そ して私の拙い発表 をいろいろな面か ら支 えて くだ さった ビー レフェル ト大学

のス タッフ、学会の参加者みな さまに心か らの感謝 を申し上げたい。

注 記:学 会 プ ログ ラ ム は以 下 の リン クか ら見 る こ とが で きま す 。

http://wwwuni-blelefeld.de//Hh/studium/faecher/hteraturwissenschaft/download/Asien _Tagung_Flyer-neu.pdf

ま た 桑原 聡 教 授 が 会長 を務 め る アイ ヒ ェン ドル フ協 会 のHPで は 、水守 亜 季 氏 に よ る報 告 が 掲載 され て い ます 。

ht算)://照.kyotαzaq.ne.lp/dkeqf505/bielefeld_rcport.pdf
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